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1. はじめに

この度は，計測自動制御学会東北支部50周年記念学術講演

会に発表をお申し込みいただき，誠にありがとうございます．

講演原稿は，以下の作成要領に従ってご準備下さい．

原稿は，A4二段組みで，2または4ページとし，ページ番

号は付けないで下さい．マージンは，上下は各2cm，左右は

各1.5cmとして下さい．また，原稿は，PDFファイルでの投稿

をお願い申し上げます．

2. 題目等

本見本を参考に，以下の項目をご記入下さい．

1. 邦文題目（14ptゴシック体，ボールド，行間18pt）

2. 英文題目（12pt，行間16pt）

3. 和文著者名および所属略称（12pt，行間16pt）（登壇者に○

を付ける）

4. 英文著者名（10pt，行間12pt）（登壇者に○を付ける）

5. キーワード（10pt，行間12pt）

6. 代表者連絡先（10pt，行間12pt）（記載事項は見本を参照）

3. 本文
3.1 文章

本文の文章は9pt，行間14pt程度として下さい．また，口語

体とし，当用漢字およびかなを用い，新かなづかいによるも

のとします．外国語はカタカナまたは言語のままとします．

用語はなるべく文科省またはJISで制定されたものを用い

て下さい．また，単位は国際単位(SI)を用い，数字はアラビ

ア数字を使うものとします．量および単位記号(ローマ字また

はギリシャ文字)はなるべくJISで制定されたものを使用する

こととします．

3.2 脚注

脚注は，本文の下に横線を引き，その下に記入して下さい．

記号はページ毎に*印を使うものとします．

3.3 数式

変数名は，基本的にイタリックとし，式番号は式の右端に

付して下さい．
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3.4 図表

図表は，基本的には計測自動制御学会論文集の書き方に準

拠します．図の表題は図の下に，表の表題は表の上に付けま

す．表題は，和文と英文の両方で書くのが望ましいが，どち

らか一方でも構いません．印刷の都合上，図表は白黒または

グレースケールにして下さい．例を図1に示します．

4. 文献の引用
4.1 形式

参考文献のリストは，本文の末尾に纏めて書き，次の形式

によるものとします.

4.1.1 雑誌のとき 連番）著者: 論文題目，誌名，巻-号，

始ページ/終ページ (年)

例:

2) M. Yoshizaki, H. Takeshita, M. Ohsawa and Y. Saki: A fre-

quency domain hypothesis for human postural control charac-

teristics, IEEE Eng. in Med. and Biol. Magazine, 11-4, 60/63

(1992)

Fig. 1 　Visualization result with adaptive colormaps.



4.1.2 単行本のとき 連番）著者: 書名，始ページ/終ページ，

発行所名 (発行年)

例:

1) 杉山守弘(編): 両半球の神経心理学，234/236，朝霧 出版

(1991)

4.2 引用

引用箇所に番号を右肩に小さく記入して下さい.

例:

神経系の遠心性コピー情報1)は，ここでは認められないとい

われている2, 3)．

5. おわりに

細かい書き方は，計測自動制御学会論文集に準拠して下

さい．
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